













































































健安全法｣ 第８条には ｢健康相談｣ の項目が新設され、｢学校においては、児童生徒等の心
身の健康に関し、健康相談を行うものとする。｣ という条文が加えられた。そして、｢養護
教諭その他の職員は、相互に連携して、健康相談又は児童生徒等の健康状態の自治条的な
観察により、児童生徒等の心身の状況を把握し・・・（後略）｣ とあるように、健康相談に
おいても養護教諭の役割が重要になってきているため、平成28年度から ｢健康相談論｣ と
して科目を新設し、３年次に履修することになっている。
　履修の流れは次の通りである。
（１）看護学部における履修の流れ
１年次：４月教職課程の履修説明
　　　・	１年次配当教職関係科目の履修（日本国憲法Ａ・Ｂの中から１科目、健康とスポー
ツ演習、ライフスポーツ演習Ａ・Ｂ・Ｃの中から１科目、英語ＢⅠ・Ⅱ、情報科
学Ａ・Ｂから１科目）
２年次：４月教職課程履修ガイダンス・北里大学教職課程履修登録カード提出
　　　・	２年次配当教職関係科目の履修（教職概論・教育原理、教育心理学・カリキュラ
ム論）
　　　　（	１年次に情報科学を履修していない学生は、２年次開講の医療情報処理論の履
修可）
　　　・	３月教職課程履修者選抜試験・養護実習オリエンテーション（母校実習打診）
３年次：４月教職課程履修ガイダンス・教職課程履修登録
　　　・	３年次配当教職関係科目の履修（生徒指導論、道徳教育論、特別活動論、教育相
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談論）
　　　・３月履修確認面接
４年次：教職課程履修（養護実習）ガイダンス
　　　・	４年次配当「養護に関する科目」の履修（学校・産業看護学、学校保健学、養護
概説）教職関係科目の履修（教育方法論、養護実習、教職実践演習）
　　　・４月～12月事前事後指導
　　　・９月～11月養護実習
　　　・12月教職実践演習（養護）の履修
（２）教職課程履修者選抜
　以下の履修基準を満たしている学生に対し、３年次進級時に選抜試験を実施する。履修
者数は最大で15名である。選抜試験は教職課程委員全員で行う。
履修基準
①１・２年次において教育職員免許法施行規則66条６の科目を修得していること。
②	１・２年次配当の当該教職課程カリキュラムの定める ｢教職に関する科目｣ ｢養護に関
する科目｣「　教育職員免許法施行規則66条６の科目｣ の成績が優秀であること。
③面接等により、養護教諭を志望する動機・目的が明確に確認できること。
④健康状態が履修に影響ないこと。
⑤①②において学習態度等に問題がないこと。
選抜試験の方法
　２年次末までの成績の評価・選抜試験における小論文の内容・面接を実施して総合的に
判断する。
５．科目「教育方法論」の履修
　平成10年に施行された教育職員免許法の一部改正により保健の教科の領域に係る事項の
教授を担任する教諭又は講師になることができるようになったこと及び平成20年の中央教
育審議会答申にあるように、｢深刻化する子どもの現代的な健康課題の解決に向けて、学級
担任や教科担任等連携し、養護教諭の有する知識や技能などの専門性を保健教育に活用す
ることがより求められることから、学級活動などにおける保健指導はもとより、専門性を
生かし、ティーム・ティーティングや兼職発令を受け保健の領域にかかわる授業を行うな
ど保健学習への参画が増えており、養護教諭の保健教育に果たす役割が増している。｣ と
述べられているように、養護実習における保健指導、保健学習の機会は増えていくことが
考えられるため、４年次に履修する教職関係科目の中から「教育方法論」を取りあげて、
具体的に述べてみたい。
─　　─135
131-141北里大学教職課程センター教育研究　1（2015）
　この科目の教育目標は「児童生徒が自らの健康課題を解決できるように、養護教諭とし
て必要な授業方法に関する知識や技術を深めるとともに、養護実習に備えて模擬授業を通
して教育方法の実践力を培うこと」を掲げた。教育内容としては、「学校における教育方法
の歴史、保健指導や保健の授業における授業方法について学び、各自の教育観を明確にす
る。また、学習指導案を作成し、教材研究、教育機器の活用を十分検討した上で、模擬授
業を実施し、お互いに授業分析を行い、養護教諭として適切な保健指導・保健の教科に関
する授業についての実践力を高める」とした。到達目標として、①教育方法の基礎を理解
できる。②教育情報機器について理解ができ、有効に活用できる。③学習指導案を作成し、
模擬授業の実践と授業分析を行い、教育方法の実践力を高めることができるとした。
（１）「教育方法論」の授業内容
　看護学部では、３年後期に引き続き、４年前期も３週間の領域別実習が２クール設定さ
れており、６週間は授業ができない。そのため、前期の授業は２コマ続きの授業構成となっ
ている。領域別実習に入ると病院実習や地域の施設などの実習のため模擬授業の準備に時
間が取れない状況があることを考慮して、授業の５・６回目までに模擬授業の内容が重な
らないように履修者全員で分担する単元と発表順番を話し合いの上決定した。
　分担する単元は、養護実習校と同じ校種のものを選択した。今年度の履修生の実習校は、
小学校２名、中学校４名、高等学校２名であった。模擬授業にあたって、学生は学習指導
案を作成し教材研究をした上で、養護実習を担当する教員による個別指導を受けた。模擬
授業は９～15コマ目に、実習校に合わせ小学校は45分、中・高等学校は50分とした。
（２）模擬授業の流れと授業分析
・模擬授業の前日は、講義室にてリハーサルを行う。
・中学校及び高等学校の場合は、一人50分、小学校の場合は一人45分間の模擬授業を行う。
・	児童生徒役は授業分析を行い、それをもとに模擬授業研究会において意見交換を行うこ
とによって、相互に実践力を高める。
・教職課程委員の教員からの講評を受ける。
　児童生徒役になった学生にはあらかじめ授業分析シートを配布しておき、「授業展開（導
入・展開・まとめ）」、「説明・発問・指示の仕方」、「声の大きさ・声のめりはり」それぞれ
の項目について、よかった点、もっとこうすればいいという点を記入させた。また、「授業
をしている時の態度」、「この授業を通して伝わったこと」、「全体の感想」も記入させた。学
生はこの意見交換の中で活発に出された意見の中からヒントを得て、自分の模擬授業に生
かすことができた。どの学生も熱心に学習指導案作成や教材研究に臨み、この模擬授業の
経験は養護実習への意欲にもつながっていった。
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（３）養護実習における集団への健康教育の実施状況
　平成24年から平成26年度までの３回の教育実習（以下養護実習とする）における集団へ
の健康教育の実施状況は表１の通りである。
表１　養護実習校における集団への健康教育の実施状況
１期生
（平成24年度）
11人
２期生
（平成25年度）
10人
３期生
（平成26年度）
12人
45分又は50分の
保健の授業
７（58.3％） ３（30.0％） ６（50.0％）
45分又は50分の
特別活動・学級指導
４（33.3％） ６（60.0％） ５（41.6％）
15分の保健指導 １（8.3％） １（8.3）
実施せず １（10％）
　45分又は50分の保健の授業を実施した者は、１期生７名（58.3％）、２期生３名（30.0％）、
３期生６名（50.0％）である。45分又は50分の学級指導として実施した者は、１期生４名
（33.3％）、２期生６名（60.0％）、３期生５名（41.6％）であり、ほとんどの学生が集団
への健康教育を実施していた。実施しなかった者は１名のみである。
６．養護実習
　養護実習には事前指導と養護実習が含まれている。平成27年度においては、事前指導は
４月10日～８月26日に実施した。養護実習は本実習を連続する３週間、特別支援学校見学
実習４日間としている。実習時期は、領域別実習・統合実習が実施されていない期間の９
月上旬～10月上旬、もしくは11月上旬～12月上旬とし、実習校の状況に合わせて受入可能
な期間としている。本実習校は原則として実習生の出身校の中学校又は小学校とし、諸事
情により母校実習ができない場合は、相模原市及び実習協力校において実習をさせていた
だいている。特別支援学校の見学実習は神奈川県立及び東京都立校にて実施させていただ
いている。
　なお養護実習を履修しようとするためには、４年次前期までの看護学部必修科目及び教
職事前演習を除く教職課程の科目の単位を修得していることを前提条件としている。
─　　─137
131-141北里大学教職課程センター教育研究　1（2015）
（１）養護実習の目標
　１）学校教育の概要を知り学校保健活動及び養護教諭の果たす役割を理解する。
　２）児童生徒の発達や健康問題の特性を理解する。
　３	）児童生徒の健康問題を適切に判断し、養護活動の計画・実施（指導）・評価ができ
る基礎的な能力を養う。
　４）特別支援教育における養護教諭として必要な役割機能を理解する。
　５）養護実習全体を通して、自己の養護教諭像を描くことができる。
（２）事前指導
　北里大学看護学部の教育理念及び養護実習の目標を達成するために、平成27年度の事前
指導においては、以下のような内容をもとに、１コマずつの授業を12コマ、集中講義を２
日間実施した。集中講義の最後の授業では、養護実習に向けて作成した「自己課題テーマ」
を各学生が発表し、実習の目標を明確にするとともに、学生及び教員からの助言を得るこ
とができた。
１）養護実習の意義と目的
２）養護実習の方法・内容
３）学校教育の概要
４）最近の学校保健の動向と養護教諭へ期待すること
５）養護実習にあたって必要な技術（演習）
６）養護実習に当っての心得等
７）実習校の確認と諸連絡
（３）本実習
　養護実習にあたっては、看護学部教職課程委員が分担して担当学生を決め、実習校への
事前の電話連絡、実習中の学校訪問、実習後の個別指導を実施している。
　実習校に依頼した ｢平成27年度養護実習についてのお願い｣ は次の通りである。
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北里大学看護学部養護実習
平成27年度養護実習についてのお願い
１．今後の予定について
１）	本学部担当教員から６月中に電話連絡をさせていただきます。実習中の訪問指導日程等は追っ
て調整させていただきます。
２）	学生の事前訪問日時等は、実習生が事前に貴校へ電話をしますので、よろしくお願いいたし
ます。
２．実習計画について
１）	貴校の実情に即した計画に基づいてご指導をお願いします。
２）	健康観察、給食指導、清掃指導等を通じて、児童生徒を理解できるように、できれば学級配
属をお願いします。
３．実習内容について
１）	実習生は、事前訪問日又は実習初日に誓約書、養護実習生調書、養護実習生出勤簿、養護実
習評価表及び封筒、返信用のレターパックを貴校に提出します。
２）	養護実習日誌は毎日記録し、指導教諭の指示に従いまして当日または翌日に提出しますので、
ご指導、ご助言をお願いします。
３）	養護実習最終日の日誌については、学生が一旦持ち帰り全ての記録を記入し、学内の担当教
員が指導した後に、速やかに大学から貴校に郵送または学生が持参します。
４）	集団への健康教育（授業または特別活動等）の実施については、指導教諭のご指導のもとに
行い、計画・実施・評価等についてご指導いただければと思います。　　　　　（以下省略）
（４）養護実習の実践例
　平成26年度の養護実習の中から、各校種ごとの実践例を紹介したい。校種により、また
学校の実情により、実習計画は多様であるので、教職実践演習、実習報告会で各学生が発
表し、実習内容を全員で共有できるよう指導した。
 学生A（実習校：中学・高等学校）
クラス配属：中学２年全クラスを１日ずつ朝礼・昼食指導・終令見学実習、清掃指導
授業見学：	保健の授業の見学（中学２年全クラス）スクールカウンセラーによる特別講義
の見学
　　　　　AED講習会の見学
授業：「喫煙と健康」についての保健指導（中学２年生全クラス）
保健室対応：体調不良の生徒への問診、外傷の処置、相談活動
保健活動：	インフルエンザ予防のためにポスターの掲示、トイレの手指消毒薬の補充、保
健だより作成、保健委員の活動に参加
その他：日本スポーツ振興センターの手続き、保健日誌の記入など
 学生B（実習校：小学校）
クラス配属：３年
１週目：講義（教頭・教務主任・養護教諭・栄養教諭・特別支援教育教員）
　　　　見学実習（３・５年生・特別支援学級）
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　　　　配属学級の給食指導、清掃指導・引き渡し訓練見学
２週目：保健室実習（健康観察板集計・管理職への報告・保健室対応）
　　　　授業見学（２・３年生）・校外学習参加（３年生理科）
　　　　配属学級の給食指導、清掃指導
３週目：保健室実習（健康観察板集計、管理職への報告、保健室対応）
　　　　環境衛生検査（水質検査、給食室の衛生検査等）
　　　　授業見学（３・４年生）
　　　　校外学習（３年理科、社会科見学）
　　　　保健の授業（配属学級にて「けんこうというたからもの」
　　　　配属学級にて、給食指導、清掃指導
 学生C（実習校：中学校）
１週目：講話（保健指導部、生徒指導部、特別指導部等）
　　　　配属学級（２年）にて朝・帰りの会、昼食指導、清掃指導（３週間を通して）
　　　　授業見学、学習室（個別支援学級）の見学
　　　　保健室対応の見学
　　　　保健委員会活動の見学（石鹸交換、水質検査、掲示物の交換）
２週目：保健指導（研究授業）の実施 ｢性感染症とその予防｣
　　　　保健室対応、全校生徒の出欠席状況の記録
　　　　保健委員会の文化祭に向けた準備に参加
　　　　講話（スクールカウンセラーの役割）
３週目：保健だよりの作成
　　　　保健室対応、全校生徒の出欠席状況・来室生徒の記録
　　　　配属学級の道徳の授業見学、文化祭に向けた合唱練習に参加
　　　　学校薬剤師による学校環境衛生検査の見学（水質検査、ダニ検査など）
　　　　健康診断後の受診済みの生徒の確認（各生徒の健康手帳に記録）
（５）特別支援学校見学実習
　神奈川県立養護学校及び東京都立の特別支援学校において、障がいを持つ児童・生徒の
学校での活動を見学し、成長・発達や健康上の特性を学ぶとともに、保健室における障が
いを持つ児童・生徒と養護教諭との関わりを見学し、養護教諭の役割機能を学ぶことを目
的としている。
　学生は各実習校に１～３名配属され、４日間実習をしている。特別支援学校での学びは
レポートにまとめて提出している。
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（６）事後指導
　学生は、実習記録の整理を行った上で、実習担当教員の面接指導を受け、実習について
の自己評価（到達度評価）を行う。また、12月には、事後指導の一環として、実習報告会
を実施し、一人10分間でパワーポイントを作成し、養護実習の成果と今後の課題をまとめ
発表を行う。
　その後、「実習報告会の発表資料」、「健康教育の学習指導案」、「レポート『教育実習で得た
成果と今後の課題』」は「養護実習の報告」として１冊にまとめ、履修生への卒業記念と
して贈っている。
７．教職実践演習（養護）
　教育実践演習は、教職科目の総まとめとして、養護教諭として必要な資質能力である実
践的な指導力形成及び最終的な確認を内容とするもので、看護学部教職課程委員、教職課
程センターや外部講師の協力を得て、講義、ロールプレイイング、グループ討議、発表を
通じて、学生自身が主体的に実践できる方法を取り入れて実施している。理学部、海洋生
命学部との合同の授業としては、①学校運営における事故防止、防災計画等に関する講義、
生徒指導についての学校現場の教員による講義、グループ討議、発表、②今日的教育課題
に関する授業として、神奈川県立総合教育センター見学及び講義、高等学校訪問及び講義、
③授業力の向上に関する学習では「授業の達人先生」による模擬授業への参加、④学級経
営についての学校現場の先生の講義、グループ討議、発表がある。
　看護学部単独の授業としては、12月中旬集中講義にて①実践的指導力向上に関する学習
として、特別支援学校見学実習の振り返りと特別支援学校における養護教諭の役割に関す
るグループ討議と発表、②保健室における救急処置及び養護教諭の相談活動に関する事例
についてのグループ討議と発表、③「将来の養護教諭像」についてのグループ討議と発表
を予定している。
８．今後に向けて
　本学部が目指す養護教諭像は、本学の特性でもある看護学部の学びや領域別看護実習、
統合実習の成果など、看護師資格を生かした、専門性が高く、広い視野で実践的な指導力
が発揮できる人材の育成にある。領域別看護実習における学びは、保健室を訪れた児童生
徒の心の健康問題と身体症状に関する知識理解を可能にし、観察の仕方や受け止め方等に
ついての確かな判断力と対応力の基盤となるものと考える。また、北里大学が推し進めて
いる｢チーム医療｣の中でそれぞれの職種の専門性と指導力を生かしながら実践される「患
者中心の医療の精神」は、養護教諭の日々の執務の中で、教職員や関係機関、地域との連
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携に生かすことができると考える。養成を担当するものとして、このような本学看護学部
の利点を生かし、今後も児童生徒及び教職員の健康の保持増進を図り、学校における教育
活動が円滑に推進できるよう専門性を発揮し、教職員と共に協力・連携していくことので
きる養護教諭の育成を目指していきたい。
　平成24年度には養護教諭一種免許状を取得した卒業生が11名誕生し、25年度10名、26年
度12名、合計で33名となった。現在４年生の履修者は８名で、３年生は９名となっている。
今年度は、看護師勤務経験のあり、一種免許を取得した卒業生の中から教員採用試験の合
格者が出て、平成28年度には初めての養護教諭が誕生する運びとなっている。北里大学教
職課程センターでは、教員採用試験の希望者に対して在校生に限らず卒業後も面接指導や
論文指導などのバックアップ体制を整えているので、養護教諭を希望する学生・卒業生に
対して今後も支援をしていきたい。
